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研究成果の概要（和文）：　幼児と保護者の生活習慣を調査し、生活時間相互の関連性を分析するとともに、幼児の体
格や体力・運動能力、体温、歩数、疲労症状を測定し、個々の生活習慣や身体・体力状況を評価し、健康管理上の問題
点と改善策を模索した。
　本研究の対象児は、就寝時刻が遅く、睡眠時間が９時間30分未満と短く、外あそび時間は短く、テレビ・ビデオの長
時間視聴が確認された。幼児の就寝時刻の遅れは、入浴・帰宅時刻との関連が認められた。また、幼児の生活は、平日
は母親と、休日は父親と母親の生活と関連していた。とくに母親の就労状況は、幼児の帰宅・夕食開始時刻と関連して
おり、母親の生活や帰宅後の時間の過ごし方を工夫する必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study investigated lifestyle of young children and their parents to 
understand the association of each aspect of their life. In addition, young children's physical strength, 
motor ability, body temperature, walking steps and degree of fatigue were investigated. This study, then, 
considered problems in the health care of children, its remedy and prevention for the problems.
 As a result, it was confirmed that children sleep late and sleeping time was below ９hours 30 minutes. 
And it was confirmed that they tend to have little outside playing time and long TV / video viewing time, 
low motor ability. Connection with the bathing and returning time was recognized as motives to delay the 
bed time of young children. Also the life of young children was related to mother on weekdays and to 
father and mother on weekends. The working situation of mother in particular was related to the return 
time and the dinner start time of the children.

研究分野：子どもの健康福祉学
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１．研究開始当初の背景 

 近年、夜型化した社会の影響を受け、幼い
頃から生活リズムが崩れ、心身の不調を訴え
る子どもたちが急増してきた。 

 これまでの幼児の健康生活や生活リズム
に関する研究をふり返ると、親を含めた生活
習慣の調査研究は数多くなされてきた。また、
幼児の生体リズムや体温研究、疲労研究、体
力・運動能力研究については、わが国の前橋
らを中心に、それぞれ個別に実施されてきた
が、それらの研究を組み合わせて、保育・教
育の中で、総合的に子どもたちの抱える健康
上の問題点を分析・検討した研究は、国内外
ともにみられなかった。 

 また、乳幼児期からの基本的生活習慣の確
立が、子どもたちの健康づくりと健全育成に
寄与していくと考えていたが、近年、夜型化
した生活を余儀なくさせられている幼児が
増え、今後は、さらなる心身の不調を訴える
子どもたちの増加が懸念された。 

 

２．研究の目的 

本研究では、幼児とその保護者の生活習慣
の実態調査を同時に行い、親子の生活要因
（時間）相互の関連性を分析し、今日の幼児
の健康上の問題点とその改善策や予防策を
模索していくこととした。 

 さらに、身体状況として幼児の体格(カウプ
指数)や体力（体力・運動能力）、生体リズム
として体温の変動、身体活動量として歩数、
疲労度として疲労症状の訴え数を、それぞれ
測定・調査し、親の生活状況との関連を分析
した。そして、個々の生活習慣や身体（体力）
状況との関連を分析することによって、個別
の幼児の健康上の問題点の解明とその改善
策を講じていくこととした。 

  

３．研究の方法 

(1)2012 年 12 月～2013 年 1 月に、保育園(21
園)に通う４～６歳児 2,868 名（男児 1,419
名、女児 1,449 名）を対象に、体格、体力・
運動能力テストを実施した。 
 測定は、午前９時 30 分～午前 11 時の午前
中に、日本幼児体育学会の幼児版体力・運動
能力テストを実施した。本調査の測定項目は、
身長と体重(体格)、とび越しくぐり(体力)、
25m 走と立ち幅とび、テニスボール投げ(運動
能力)であった。すべて２回実施し、優れて
いる方の記録を採用した。体格、体力・運動
能力の測定結果は、平均値および標準偏差を
算出して整理した。そして、体格、体力・運
動能力と年度別の比較を行うために、性別お
よび年齢の２つを因子とした分散分析を行
った。なお、体格、体力・運動能力テストと
年度別の比較については、Bonferroni によ
る多重比較を行った。統計上の有意水準は、
５％未満とした。 

また、同時期に 1,407 名の対象幼児の保護
者に対し、幼児の生活習慣調査を実施した。
調査内容は、子どもの睡眠時間や朝食摂取状

況、テレビ・ビデオ視聴時間、あそび内容な
どの生活習慣を尋ねる質問項目で構成した。 

対象児を、テレビ・ビデオ視聴時間の中央
値（１時間 30 分）で２群に分け、２群間の
幼児の生活時間と体力・運動能力の平均値の
比較を年齢ごとに行うために、ｔ検定法を用
いて解析した。 

なお、倫理的な配慮として、保育園側に本
研究の趣旨、および、個人のプライバシーの
保護についての説明を行い、許可を得た後、
同意を得た保護者とその子どもに対して調
査・測定を実施し、結果を個人カードにして
配布した。 
(2)保育園 13 園に通う５・６歳児 131 名とそ
の母親 117 名、ならびに、協力の得られた父
親 91 名を対象として、生活習慣に関する調
査を実施した。各家庭に、対象児とその保護
者の生活時間の記録紙を８日間(月曜日～翌
週の月曜日)分、配布した。そして、保護者
の記入のもと、幼児とその保護者の連続した
８日間の生活時間を調査し、得られた記録か
ら、曜日別に生活時間の平均値と標準偏差を
算出した。 

調査内容は、幼児の起床・朝食開始・登園
（出発）・降園（帰宅）・夕食開始・テレビ視
聴・入浴・就寝の時刻、母親の就労状況であ
った。就寝時刻と翌日の起床時刻により、睡
眠時間を求め、就労時間は、開始時刻と終了
時刻から算出した。 

統計処理は、各曜日間の生活時間の平均値
の比較を、一元配置の分散分析、Bonferroni
で多重比較を行い、各生活時間相互の関連性
は、相関係数(ｒ)を算出して分析した。 
 
４．研究成果 
(1)保育園幼児の生活状況と体力・運動能力 
 生活習慣については、男女ともに同様の傾
向がみられた（表１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平均排便時刻は、有意な差ではないが、男

児の方が女児に比べて早かった。また、平均
あそび時間は、男児が２時間 14 分、女児は
２時間 10 分であり、男児の方が女児に比べ

表１　幼児の生活状況と体力・運動能力　

対象
項目

n.s
n.s
n.s
n.s
n.s
n.s
n.s
*
*
*
*
*

n.s
***
n.s
***
***

男女差：* < 0.05，*** < 0.001

立ち幅とび（ｃｍ） 84.3±22.9 77.9±21.0 80.7±22.2

ボ－ル投げ（ｍ） 6.0±3.1 4.1±1.6 5.1±2.7

とび越しくぐり（秒） 24.1±10.0 26.0±11.0 25.1±10.6
25ｍ走（秒） 7.6±3.7 7.7±1.5 7.7±2.9

体重（ｋｇ） 17.9±2.8 17.6±2.8 17.8±2.8
カウプ指数 15.6±1.2 15.5±1.4 15.6±1.4

TV・ビデオ視聴時間 1時間32分±38分 1時間41分±39分 1時間36分±38分
身長（ｃｍ） 106.9±6.9 106.1±7.0 106.5±7.0

2時間10分±70分 2時間11分±71分
外あそび時間 13分±26分 10分±21分 11分±24分

13時43分±346分
登園時刻 8時06分±46分 8時09分±23分 8時08分±34分

6時58分±22分
朝食開始時刻 7時17分±32分 7時17分±37分 7時17分±34分

21時33分±37分
睡眠時間 9時間26分±36分 9時間26分±48分 9時間26分±42分

全体（N=1，407）

mean±SD mean±SD mean±SD
夕食開始時刻 18時56分±38分 18時56分±38分 18時56分±39分

n.s : no significance

男児（N=703） 女児（N=704） P
value

就寝時刻 21時33分±39分 21時33分±35分

起床時刻 6時58分±21分 6時58分±24分

排便時刻 13時30分±349分 13時52分±342分

あそび時間 2時間14分±72分



  

て有意に長かった（p<0.05）。また、そのう
ち、平均外あそび時間は、男児が 13 分、女
児が 10 分と、男児の方が有意に長かった
（p<0.05）。しかし、テレビ・ビデオの平均
視聴時間については、男児が 1 時間 32 分、
女児が１時間 41 分であり、女児の方が有意
に長かった（p<0.05）。 
 体格では、男児の方が女児に比べて、身長
が有意に高く（p<0.05）、体重は重かった
（p<0.05）。カウプ指数については、有意な
差はみられなかった。 

体力・運動能力におけるとび越しくぐりで
は、男児が 24.1±10.0 秒、女児が 26.0±11.0
秒と、男児の方が有意に速かった（p<0.001）。
立ち幅とびでは、男児が 84.3±22.9 ㎝、女
児が 77.9±21.0 ㎝で、男児の方が有意に遠
くに跳べていた（p<0.001）。また、テニスボ
ール投げでは、男児が 6.0±3.1m、女児が 4.1
±1.6m と、男児の方が有意に遠くに投げるこ
とができていた（p<0.001）。25m 走では、有
意な差は認められなかったが、男児の方がわ
ずかながら速かった。 

男児の体力・運動能力の結果を先行研究１）

と比較すると、全体的に運動能力が低かった。
特に、立ち幅とびで、すべての年齢が先行研
究に比べ、極めて低い傾向にあり、瞬発力や
身体調整力に未熟さがあると考えられた。瞬
発力は、短い時間（瞬時）に、いかに大きな
力を発揮できるかに関係する要素であるた
め、今後、鬼ごっこやかけっこ等を推進する
ことによって育成できるものと考えた。 

また、女児も同様に先行研究１）と比較した
結果、４歳と６歳のボール投げを除いて、先
行研究に比べて全体的に低かった。これは、
保育園内で男女いっしょにボールを使って
遊ぶことが多いことから、あそび環境の違い
が影響し、さらに、ボール投げの経験や運動
への興味の有無が大きく影響を及ぼしたも
のと考えた。しかし、全体的に運動能力の低
いことついては、運動あそびへの動機づけや
運動参加への意欲を促す教育プログラムの
整備が必要であろう。 

子どもたちの体力・運動能力は、日常生活
の身体活動との関連性、つまり、１日の身体
活動量の多い子どもほど運動能力が高い２）こ
とより、通園方法を車から、少しでも徒歩に
することや、自宅で親子体操や散歩など、手
軽にできる運動を生活の中に採り入れるこ
と等を通じて、子どもたちの身体活動量を増
やしていくことが重要である。なお、保育園
幼児は、幼稚園幼児に比べて、１日の歩数が
少ない結果３）より、保育園内生活では、戸外
でのあそび時間を増やすことやテレビ・ビデ
オ視聴のような静的なあそびよりは、仲間と
いっしょに活動する運動あそびの機会を少
しでも増やしていくことが求められた。 

園ごとに、年齢別・性別に生活調査結果を
報告し、個々の家庭に生活調査、体力・運動
能力結果と改善アドバイスの入った個人カ
ードを配布することで、保護者の意識変化や

行動変容に有効に活用されていることも確
認できたが、今後、子どもたちの生活習慣と
体力・運動能力の関係について、縦断研究を
通じて因果関係をよりいっそう詳細に明ら
かにしていくこと、保育園のカリキュラムや
家庭での活動との関係をよりていねいに分
析・検討していく必要性がある。 
 次に、テレビ視聴時間が 1 時間 30 分未満
の「短時間視聴群」と 1 時間 30 分以上の「長
時間視聴群」の２群に分け、幼児の生活時間
と体力・運動能力、および、その関連をみた。 
 ４歳児のテレビ・ビデオの平均視聴時間は、
「短時間視聴群」の男児が 48 分±15 分、女
児が 51 分±13 分であり、「長時間視聴群」の
男児が２時間 23 分±51 分、女児が 2時間 19
分±45 分であり、男女ともに「長時間視聴群」
の テ レ ビ 視 聴 時 間 が 有 意 に 長 か っ た
（p<0.001）。５歳児と 6歳児も、同様の結果
が得られた。 

また、生活時間を性別に比較した結果、両
群とも４歳児は有意な差はみられなかった
が、「短時間視聴群」男児の就寝時刻が 21 時
24 分±40 分、女児が 21 時 35 分±36 分であ
り、男児の方が女児に比して有意に早い就寝
であった（p<0.05）。５歳児では、両群とも
有意な差はみられなかった。６歳児では、「長
時間視聴群」の平均あそび時間において、男
児が 14分±34分、女児が７分±15分であり、
男児の方が女児に比して長かった（p<0.01）。 

体力・運動能力は、４歳児では、両群とも
ボール投げのみに男女間で有意な差がみら
れた。「短時間視聴群」の男児は 5.7±2.6m、
女児が 4.1±1.6m であり、男児が有意に遠く
に投げていた（p<0.001）。「長時間視聴群」
においても、男児が 6.0±3.6m、女児が 4.0
±1.8m で、男児の方が有意に遠くに投げてい
た（p<0.001）。５歳児では、「短時間視聴群」
のとび越しくぐりにおいて、男児が 24.7±
10.9 秒、女児が 29.0±13.5 秒であり、男児
の方が有意に速かった（p<0.01）。立ち幅跳
びとボール投げは、両群とも男女間で有意な
差がみられた。「短時間視聴群」男児の立ち
幅とびは 86.7±23.3cm、女児は 75.4±23.0cm
であり、男児の跳距離は女児に比し、有意に
長かった（p<0.001）。また、「長時間視聴群」
の男児の跳距離は 82.6±24.4 ㎝であり、女
児の 76.6±19.9 ㎝よりも有意に長かった
（p<0.01）。ボール投げでは、「短時間視聴群」
の男児が 6.7±3.5m、女児が 4.1±1.9m で、
男 児 の 方 が 有 意 に 遠 く に 投 げ て い た
（p<0.001）。また、「長時間視聴群」男児の
投距離は 5.5±2.8m、女児は 4.0±1.6m で男
児の方が有意に遠くに投げていた（p<0.001）。
６歳児のボール投げでは、「短時間視聴群」
の男児が 6.3±3.4m、女児が 4.2±1.5m であ
り、男児の方が有意に遠くに投げていた
（p<0.001）。また、「長時間視聴群」の男児
は 5.9±2.6m、女児が 4.0±1.5m であり、男
児の方が有意に遠くに投げていた（p<0.001）。 
 本調査対象の幼児の生活習慣を、全国調査



  

結果４）と比較したところ、男女ともに、睡眠
時間が短く、排便時刻が遅い傾向にあった。
また、外あそび時間は短く、テレビ・ビデオ
の長時間視聴が確認された。本研究の対象児
は、男女ともに睡眠時間が９時間 30 分未満
の短時間睡眠児であった。夜間の睡眠時間が
９時間 30 分に達していないと、子どもたち
は、翌日に精神的な疲労症状を訴えること、
中でも注意集中の困難さやイライラ感の訴
えにつながる可能性がある。十分な睡眠時間
を確保するためには、子どもの日中の運動量
を増やして、心地よく疲れさせることが求め
られる。また、テレビ・ビデオ視聴時間は、
先行研究５）に比較して、長いことが確認され
た。テレビ・ビデオの長時間視聴の幼児は、
就寝時刻が遅い、睡眠時間が短い、起床時刻
が遅い等、子どもたちの１日の睡眠リズムが
崩れていたことから、子どもたちの生活習慣
を改善するためには、各家庭において、テレ
ビ・ビデオ視聴の時間の短縮化に努めること
や視聴時間帯のルールを作ること、テレビや
ビデオよりも楽しい、人と関わるあそびや運
動のおもしろさや魅力を十分に経験させる
こと等が重要と考えられた。 

テレビ・ビデオ視聴時間と体力・運動能力
は、男女別にみると、有意な関連性がみられ
た。また、テレビ・ビデオ視聴時間別にみる
と、５歳男児ではボール投げ、６歳女児では
とび越しくぐりが、長時間視聴群に比べて短
時間視聴群の方が良い測定記録を得た。この
結果は、幼稚園幼児を対象にした研究５）と同
様な結果がみられ、テレビ・ビデオ視聴時間
は子どもたちの体力および運動能力と関連
性があると示唆された。身体活動量が多い幼
児ほど、運動能力が高い先行研究の結果６）よ
り、短時間テレビ・ビデオを視聴する幼児は、
長時間テレビ・ビデオを視聴する幼児に比べ
て、１日の中でからだを動かす機会が多いと
推察した。 

以上のことから、保育園幼児の生活習慣お
よび体力・運動能力の向上のためには、テレ
ビ・ビデオ視聴に多くの時間を費やすことよ
りは、むしろ、戸外でのあそびや運動に時間
を増やすことや、運動あそびを通じて、友だ
ちと関わって遊ぶ機会を少しでも、園内生活
時間内に増やしていくことが重要と考えた。
また、保育園では、子どもたちが降園すると、
家では戸外あそびの時間がもてないため、子
どもたちの活動を促す外的環境（保育園内環
境・運動施設環境）や動線の整備とともに、
運動あそびへの動機づけや運動参加への意
欲を促す内的環境（活動的な教育プログラ
ム）の整備も重要であろう。 
 
(2)幼児とその保護者の生活習慣 
 平日間と性別に注目すると、幼児の生活時
間に有意な差がみられなかったため。平日と
土曜日、日曜日の３群に分けて分析した。幼
児の平均就寝時刻は、土曜日が 21 時 42 分±
48 分と最も遅く、次いで、平日が 21 時 35 分

±40 分、日曜日が 21 時 27 分±45 分であっ
た。平均睡眠時間は、土曜日から日曜日の９
時間 37 分±61 分が最も長く、平日の９時間
７分±41 分が最も短かった。起床時刻や朝食
開始時刻については、母子ともに日曜日が最
も遅く、次いで、土曜日、平日の順となった。
そして、帰宅時刻、夕食開始時刻、入浴時刻
に関しては、母子ともに平日が最も遅く、次
いで、土曜日、日曜日の順で遅かった。 
 平日における幼児の生活時間相互の関連
性をみるために、相関係数を算出し、|r|≧
0.4 のものを抜粋したところ、起床時刻が早
いと朝食開始時刻 (r=0.88) と登園時刻
(r=0.42)が早かった。朝食開始時刻が早いと、
登園時刻も早い(r=0.61)。帰宅時刻が早いと、
入浴時刻も早い(r=0.43)。入浴時刻が早いと、
就寝時刻も早かった(r=0.49)。また、就寝時
刻が早いと、翌朝までの睡眠時間が長く
(r=-0.49)、翌朝の起床時刻が早い(r=0.43)
ことを確認した。 

幼児の母親の生活時間相互の関連性をみ
ると、起床時刻が早いと朝食開始時刻が早か
った(r=0.63)。また、朝食開始時刻が早いと
家を出る時刻が早い(r=0.41)。家を出る時刻
が早いと、仕事の開始時刻が早い(r=0.46)。
仕事の開始時刻が早いと、仕事の時間が長い
(r=-0.51)。仕事の終了時刻が早いと仕事の
時間は短く (r=0.96) 、帰宅時刻が早い
(r=0.45)。帰宅時刻が早いと夕食開始時刻が
早い(r=0.43)。就寝時刻が早いと翌朝までの
睡眠時間が長い(r=-0.75)ことがわかった。   

幼児の父親の生活時間相互の関連性をみ
ると、起床時刻が早いと、朝食開始時刻が早
く(r=0.84)、家を出る時刻が早い(r=0.78)。
帰宅時刻が早いと、夕食開始時刻(r=0.73)、
入浴時刻(r=0.58)、就寝時刻が早い(r=0.46)。
夕食開始時刻が早いと、入浴時刻が早く
(r=0.55)、就寝時刻が早い(r=0.41)。就寝時
刻が早いと、翌朝までの睡眠時間が長い
(r=-0.85)ことを確認した。 

幼児と親の平日の生活時間相互の関連性
をみると、幼児の生活と母親の生活は、睡眠
時間の長さ以外の項目間において、互いに関
連し合っていた。また、母子ともに、父親の
生活時間との間には、有意な関連性はみられ
なかった。 
 休日における幼児の生活時間相互の関連
性がみられた項目を平日と同様に挙げてい
くと、起床時刻は朝食開始時刻(r=0.81)と家
を出る時刻(r=0.57)に関連性がみられ、朝食
開始時刻は家を出る時刻(r=0.70)と、就寝時
刻は翌朝までの睡眠時間との関連性が認め
られた(r=-0.52)。休日における母親の生活
時間相互の関連性をみると、起床時刻が早い
と、朝食開始時刻が早く(r=0.80)、家を出る
時刻が早い(r=0.55)。朝食開始時刻が早いと、
家を出る時刻が早い(r=0.63)。家を出る時刻
が早いと、仕事の開始時刻が早い(r=0.61)。
仕事の開始時刻が早いと、仕事の終了時刻が
早く(r=0.70)、仕事の時間が短い(r=-0.47)。



  

また、仕事の開始時刻が早いと入浴時刻が遅
い(r=-0.48)。仕事の時間が短いと帰宅時刻
が早く (r=0.40) 、夕食開始時刻が早い
(r=0.69)。就寝時刻が早いと翌朝までの睡眠
時間が長い(r=-0.72)ことを確認した。 

休日における幼児の父親の生活時間相互
の関連性をみると、起床時刻が早いと、朝食
開始時刻が早く(r=0.80)、朝、家を出る時刻
が早い(r=0.61)。帰宅時刻が早いと、夕食開
始時刻が早く(r=0.50)、入浴時刻が早い
(r=0.76)。夕食開始時刻が早いと、入浴時刻
が早い(r=0.52)。就寝時刻が早いと、睡眠時
間が長い(r=-0.76)ことがわかった。 

また、休日における幼児と親の生活時間相
互の関連性をみると、子ども・母親・父親の
生活が互いに関連し合い、母親の就労の開始
時刻、終了時刻、仕事時間と、子ども・母親・
父親の夕方以降の生活時間に関連性がみら
れた。そして、子どもと母親の就寝時刻に関
しては、睡眠時間以外の生活時間との間に有
意な相関関係は認められなかった。 
 保育園児の１週間の生活記録から、保育園
５・６歳児は、平日の就寝時刻が平均午後 9
時 36 分と遅く、起床時刻は平均午前 6 時 44
分と早かったから、平均睡眠時間が 9時間 07
分となり、平日の睡眠状況は遅寝の超短時間
睡眠となっていることが確認された。これは、
近年の保育園児の生活調査の結果７)よりも、
さらに夜型化した生活実態が浮き彫りとな
り、脳や自律神経機能の低下８）への懸念が、
さらに大きくなった。また、起床時刻・就寝
時刻ともに、土曜日が最も遅くなる点は、幼
稚園児９）と同じ結果であったことから、近年
の日本社会では、平日の睡眠時間の不足分を
週末の休みの日に補うような暮らしを、幼児
期から送っていることが考えられた。とくに、
就寝時刻は、１週間を通して曜日による大き
な差がみられなかったことから、起床時刻を
遅らせることによって睡眠の不足分を補う
現状が確認された。幼児期の子どもたちの健
康的な生活を保障するためには、社会や園の
スタート時刻は、昔も今もほぼ一定に保たれ
ているため、就寝時刻を早める意識づけを、
園や保護者、また、地域・社会が積極的に行
う必要があろう。 

次に、生活要因（時間）相互の関連性から、
保育園５・６歳児の就寝時刻を遅らせる誘因
として、入浴時刻や帰宅時刻との関連が認め
られたため、就労している母親は、定時で仕
事を終わらせることや１日の仕事量を決め
て区切りをつけること、また、仕事をしてい
ない母親は、わが子の就寝時刻を見据えた帰
宅時刻や入浴時刻を設定し、努力することが
必要だと言えよう。 

平日のテレビ視聴時間と比較して、土曜日
や日曜日の視聴時間は有意に長かった。長時
間のテレビ視聴は、睡眠時間を短くし、その
結果、心身へのネガティブな影響を与えるこ
と 10）が報告されており、幼児期の子どもをも
つ家庭では、テレビ視聴を控えることや、ま

ずはテレビをつけることを減らしていくこ
と、また、わが子に対して、勝手にテレビを
つけないことを約束させること等が必要で
あろう。あわせて、地域や社会においても、
テレビや DVD 等の使用は、健康を害さない程
度に適切に使用できる子育て環境を整える
ことや、健康的な子育て文化や風土を形成し
ていくことも必要だと考えた。 

幼児とその保護者における、平日の生活要
因（時間）相互の関連性をみると、母子間で
のみ生活時間が互いに強く関わっていた。平
日のわが子の生活時間との間に有意な関連
性が認められなかった父親の生活実態は、休
日においてのみ、子どもや母親の生活実態と
の間で、有意な関連性が認められた。つまり、
幼児期の子どもの生活実態において、平日は
母親の生活時間との間に強い関わりがあり、
休日は父親・母親それぞれの生活実態と関連
し合うことが確認された。 

小学生を対象に行われた生活実態に関す
る調査結果 11）から、朝型の母親をもつ子ども
は朝型であり、夜型の母親をもつ子どもは夜
型となることが報告されており、本研究にお
いても、母子間の生活要因（時間）相互の関
連性と、子どもの就寝時刻別にみた母親の生
活実態の結果から、類似した結果を得た。つ
まり、幼児期の子どものいる家庭において、
わが子の生活を規則正しいものとするため
には、母親自身の生活を見つめ直す必要性が
示唆された。とくに、近年の日本では、女性
の社会進出や働く母親が増えたことから、幼
児期の子どもの生活を形成する１つの要因
として、母親の就労状況を把握する必要性が
あると考えた。先行研究においても、わが子
の生活実態を把握する上で、母親の就労の有
無・終了時刻・通勤時間などを考慮に入れる
ことの必要性 12）が示されており、本研究にお
いても、母親の就労の開始時刻・就労時間・
終了時刻が、わが子の帰宅時刻や夕食開始時
刻と関連し合っていることを確認した。 
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